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こ
の
頃
少
し
華
厳
経
を
調
べ
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
婦
人
に
関

　
　

す
る
面
白
い
話
を
三
つ
ば
か
り
見
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は『
伊
舎
那
の
園
』（「
婦
人
画
報
」大
４
・５
）冒
頭
の
一
節
で
、こ
の「
面

白
い
話
」
三
つ
の
う
ち
の
一
つ
を
紹
介
す
る
の
が
本
作
で
あ
る
。
華
厳
経
か

ら
の
、
残
る
二
つ
の
話
に
基
づ
く
作
品
は
、『
春
の
夜
語
り
』（「
淑
女
画
報
」

大
５
・
５
、６
）
と
『
道
を
尋
ね
て
』（「
婦
人
」
大
６
・
３
）。
一
年
ご
と
に
、

い
ず
れ
も
婦
人
向
け
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
「
面
白
い
話
」
は
、

ど
れ
も
華
厳
経
「
入
法
界
品
」
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
、
つ
ま
り
善
財
童
子

の
善
知
識
歴
訪
の
旅
で
出
会
っ
た
、
な
い
し
は
聞
い
た
（
？
）
人
物
に
関
す

る
物
語
で
あ
る
（
こ
の
三
作
を
、
本
稿
に
お
い
て
便
宜
的
に
─
─
い
さ
さ
か

大
仰
な
言
い
方
に
な
る
け
れ
ど
も
─
─
露
伴
「
華
厳
経
三
部
作
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
）。

　

華
厳
経
の
漢
訳
は
、
仏
陀
跋
陀
羅
訳
の
六
十
巻
（
通
称
「
六
十
華
厳
」

四
二
一
年
）、
実
叉
難
陀
訳
の
八
十
巻
（
通
称
「
八
十
華
厳
」
六
九
九
年
）、

般
若
三
蔵
訳
の
四
十
巻
（
但
し
「
入
法
界
品
」
の
み
を
訳
し
た
も
の
。
通
称

「
四
十
華
厳
」
七
九
八
年
）
が
あ
る
が
、
主
人
公
の
婦
人
た
ち
の
漢
訳
名
に

は
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
る
の
で
、
左
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
『
伊
舎
那
の
園
』
の
主
人
公
・「
伊
舎
那
」

　
　
　
「
休
捨
」（「
六
十
華
厳
」
巻
四
十
七
第
三
十
四
之
四
）

　
　
　
「
休
捨
」（「
八
十
華
厳
」
巻
六
十
四
入
法
界
品
第
三
十
九
之
五
）

　
　
　
「
伊
舎
那
」（「
四
十
華
厳
」
巻
第
七
）

　
『
春
の
夜
語
り
』
の
主
人
公
・「
具
足
艶
吉
祥
」

　
　
　
「
離
垢
妙
徳
」（「
六
十
華
厳
」
巻
五
十
六
第
三
十
四
之
十
三
）

　
　
　
「
具
足
妙
徳
」（「
八
十
華
厳
」
巻
七
十
五
入
法
界
品
第
三
十
九
之
十

　
　
　

六
）

　
　
　
「
具
足
艶
吉
祥
」（「
四
十
華
厳
」
巻
第
二
十
八
）

　
『
道
を
尋
ね
て
』
の
主
人
公
・「
弁
具
足
」

　
　
　
「
自
在
」（「
六
十
華
厳
」
巻
四
十
八
第
三
十
四
之
五
）

　
　
　
「
具
足
」（「
八
十
華
厳
」
巻
六
十
五
入
法
界
品
第
三
十
九
之
六
）

　
　
　
「
弁
具
足
」（「
四
十
華
厳
」
巻
第
十
）

露
伴
「
華
厳
経
三
部
作
」
が
「
四
十
華
厳
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

学
人
露
伴
（
四
）
―
仏
教
・
そ
の
三
―

関
　
谷
　
　
博



2

　

本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
露
伴
文
学
に
お
け
る
仏
教
は
、
そ
の
出

発
時
に
お
い
て
は
共
同
体
社
会
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
個
」
の
超
出
性
を
文
学

的
に
形
象
化
・
絶
対
化
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
、
次
い
で
、
若
い
人
々

に
向
け
て
の
教
訓
譚
の
宝
庫
と
位
置
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
特
に
「
少
年
文
学
」
の
素
材
と
し
て
露
伴
は
仏
教
説
話
を
多
く
用
い
、

日
清
戦
争
前
後
（
明
治
二
十
年
代
後
半
）、
国
家
間
の
対
等
で
自
由
な
国
際

秩
序
を
構
想
す
る
際
に
、
仏
教
語
彙
・
仏
教
説
話
は
集
中
的
に
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
大
正
期
の
婦
人
向
け
雑
誌
に
、
華
厳
経
か
ら
の
三
つ
の
説
話
に
基

づ
く
物
語
が
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
事
情
に

因
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

※

　

か
つ
て
露
伴
が
少
年
文
学
雑
誌
に
集
中
的
に
関
わ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

彼
の
〈
国
民
〉
想
像
の
試
み
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
比
肩
さ
れ
う
る
よ

う
な
、
何
ら
か
の
重
要
な
意
義
が
あ
る
の
か
、
ど
う
か
は
、
ま
だ
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
お
よ
そ
大
正
六
年
ま
で
に

か
け
て
、
露
伴
は
か
な
り
積
極
的
に
婦
人
向
け
雑
誌
に
文
章
を
寄
せ
た
。
そ

の
前
後
に
も
、
い
く
ら
か
婦
人
雑
誌
と
の
付
き
合
い
は
見
受
け
ら
れ
る
け
れ

ど
も
、
散
発
的
で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
仕
事
と
見
做
す
必
要
は
さ
し
て
無
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
概
要
を
次
に
ま
と
め
よ
う（「
逸
文
」と
あ
る
の
は
、

林
真
氏
が
発
掘
し
、『
日
本
古
書
通
信
』
に
「
幸
田
露
伴
の
逸
文
」
と
し
て

断
続
的
に
紹
介
さ
れ
た
露
伴
逸
文
で
あ
る
）。

　
　

露
伴
・
婦
人
雑
誌
掲
載
作
品　

年
次
別
一
覧　

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

　
　
「
家
庭
の
一
致
」（「
婦
人
界
」
８
月
）
逸
文
42

　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

　
　
「
支
那
第
一
戯
曲
の
梗
概
」（「
女
学
世
界
」
１
～
３
月
）
全
集
24

　
　
「
評
釈　

新
年
の
俳
句
」（「
女
鑑
」
１
月
）
逸
文
58

　
　
「
我
邦
書
籍
の
古
今
」（「
女
鑑
」
２
月
）
逸
文
56

　
　
「
文
学
上
の
遊
戯
」（「
女
鑑
」
２
月
）
逸
文
56

　
　
「
浮
世
一
言
芳
談
」（「
女
鑑
」
３
～
９
月
）
全
集
29
（
但
し
岩
波
全
集

　
　

で
は
、「
人
の
言
」
と
題
し
て
、
こ
れ
に
「
婦
人
雑
誌
」
等
に
載
っ
た

　
　

大
正
３
年
ま
で
の
数
話
を
加
え
る
）

　
　
「
縁
不
縁
（『
小
品
十
種
』
の
①
─
以
下
、同
じ
）」（「
女
鑑
」
６
月
）

　
　

全
集
３

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

　
　
「
利
休
箸
（
②
）」（「
女
鑑
」
６
月
）
全
集
３

　
　
「
つ
な
ぎ
墨
（
③
）」（「
女
鑑
」
７
月
）
全
集
３
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「
雑
記
帳
（
④
）」（「
女
鑑
」
９
月
）
全
集
３

　
　
「
油
障
子
（
⑤
）」（「
女
鑑
」
11
月
）
全
集
３

　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

　
　
「
初
よ
ろ
こ
び
（
⑦
）」（「
女
鑑
」
１
月
）
全
集
３

　
　
「
夫
の
職
業
に
対
す
る
尊
敬
、
献
身
的
精
神
」（「
ム
ラ
サ
キ
」
12
月
）　

　
　

全
集
別
・
上

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

　
　
「
新
年
の
遊
戯
」（「
ム
ラ
サ
キ
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
美
は
し
き
日
本
婦
人
の
特
色
」（「
婦
人
世
界
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
斉
家
の
両
極
」（「
ム
ラ
サ
キ
」
６
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
女
子
に
小
説
は
禁
物
か
？
」（「
女
子
成
功
」
７
月
）
逸
文
21

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

　
　
「
花
鳥
」（「
女
子
文
壇
」
４
月
）
全
集
29

　
　
「
塩
加
減
（
⑧
）」（「
女
鑑
」
７
月
）
全
集
３

　
　
「
水
の
味
（
⑨
）」（「
女
鑑
」
８
月
）
全
集
３

　
　
「
余
は
如
何
に
し
て
一
日
を
送
る
乎
」（「
家
庭
之
友
」
10
月
）
全
集
40

　
　
「
ひ
と
り
言
」（「
女
学
世
界
」11
、12
月
）全
集
29（
但
し
岩
波
全
集
で
は
、

　
　

こ
れ
に
大
正
３
年
頃
ま
で
に
書
か
れ
た
と
思
し
い
九
篇
を
加
え
る
）

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

　
　
「
余
の
最
も
好
め
る
娯
楽
」（「
新
婦
人
」
１
月
）
全
集
39

　
　

※
こ
の
年
６
月
、『
小
品
十
種
』
刊
行
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

　
　
「
京
都
の
女
東
京
の
女
」（「
婦
人
画
報
」
５
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
亡
妻
の
思
出
」（「
婦
人
く
ら
ぶ
」
６
月
）
逸
文
48
（
但
し
前
半
の
み
。

　
　

全
文
は
吉
成
大
輔
「『
露
伴
全
集
』
未
収
資
料
「
亡
妻
の
思
出
」
注
釈
」

　
　
［「
緑
岡
詞
林
」
平
20
・
３
］
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）

　
　

※
こ
の
年
４
月
８
日
、
妻
・
幾
美
子
歿
。

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

　
　
「
敵
味
方
に
絶
路
を
示
す
（
細
川
忠
興
の
妻
）」（「
婦
人
世
界
」
２
月
）

　
　

全
集
40

　
　
「
予
に
し
て
若
し
婦
人
た
ら
ば
如
何
な
る
職
業
の
良
人
を
選
択
す
べ
き

　
　

か
」（「
新
婦
人
」
４
月
）
全
集
40

　
　
「
家
族
と
娘
と
の
間
」（「
女
子
文
壇
」
４
月
）
逸
文
57

　
　
「
向
上
落
下
の
原
因
と
し
て
見
た
る
婦
人
の
観
察
力
」（「
婦
女
界
」５
月
）

　
　

全
集
別
・
上

　
　
「
現
代
の
恋
は
盲
目
に
あ
ら
ず
」（「
婦
人
く
ら
ぶ
」
５
月
）
逸
文
52

　
　
「
美
人
の
い
ろ
〳
〵
」（「
婦
人
画
報
」
７
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
女
と
水
と
」（
沢
田
撫
松
著
『
日
本
女
史
』
序
文
。
７
月
）
全
集
32
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明
治
四
十
五
年
・
大
正
一
年
（
一
九
一
二
）

　
　
「
宜
し
く
趣
味
の
向
上
を
は
か
れ
」（「
婦
女
界
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
一
個
人
と
し
て
世
間
に
立
て
よ
」（「
女
子
文
壇
」
１
月
？
）
全
集
別
・

　
　

下

　
　
「
三
馬
の
浮
世
風
呂
」（「
女
子
文
壇
」
２
月
）
全
集
29

　
　
「
服
装
と
美
醜
と
の
関
係
」（「
婦
人
画
報
」
２
月
）
逸
文
47

　
　
「
現
代
婦
人
の
言
葉
」（「
婦
人
画
報
」
５
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
三
味
線
は
弾
く
姿
勢
が
よ
い
」（「
女
子
文
壇
」
６
月
）
逸
文
52

　
　
「
川
柳
と
紋
」（「
女
学
世
界
」
10
月
）
全
集
30

　
　

※
こ
の
年
、５
月
21
日
、長
女
・
歌
子
歿
。
10
月
、児
玉
八
代
子
と
再
婚
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

　
　
「
歳
旦
の
辞
」（「
新
婦
人
」
１
月
）
全
集
32

　
　
「
利
休
の
妻
」「
忽
必
烈
の
妻
」（「
新
婦
人
」
１
月
）
全
集
６

　
　
「
空
の
女
と
実
の
女
」（「
大
正
婦
人
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
柳
」（「
新
婦
人
」
２
月
）
全
集
32

　
　
「
活
羅
が
妻
」（「
新
婦
人
」
２
月
）
全
集
６

　
　
「
江
戸
の
遊
女
」（「
新
婦
人
」
２
月
）
全
集
25

　
　
「
処
女
の
誇
り
」（「
婦
人
画
報
」
４
月
）
全
集
別
・
上

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

　
　
「
人
を
観
察
す
る
法
」（「
淑
女
画
報
」
５
月
）
逸
文
54

　
　
「
学
者
の
細
君
」（「
婦
人
画
報
」
６
月
）
全
集
別
・
上

　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

　
　
「
容
貌
に
表
れ
た
心
の
美
し
さ
」（「
婦
人
画
報
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
人
相
を
観
る
法
」（「
婦
人
画
報
」
１
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
女
学
校
よ
り
雑
巾
掛
け
」（「
女
の
世
界
」
５
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
伊
舎
那
の
園
」（「
婦
人
画
報
」
５
月
）
全
集
６

　
　
「
美
人
と
詩
人（『
幽
情
記
』の
⑬
─
以
下
、同
じ
。）」（「
淑
女
画
報
」８
月
）

　
　

全
集
６
（
但
し
「
幽
夢
」
と
改
題
）

　
　
「
簡
易
な
避
暑
」（「
婦
人
画
報
」
８
月
）
逸
文
５

　
　
「
風
景
の
見
方
は
時
代
で
違
ふ
」（「
婦
人
世
界
」
９
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
早
く
涸
れ
行
く
婦
人
の
生
活
」（「
婦
人
画
報
」
10
月
）
逸
文
36

　
　
「
趣
味
と
婦
人
」（「
家
庭
新
誌
」
10
月
）
逸
文
17

　
　
「
驚
濤
艶
魂
（
⑩
）」（「
淑
女
画
報
」
11
月
）
全
集
６

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

　
　
「
本掲
誌載『
白
根
山
麓
の
情
話
』
に
つ
い
て
」（「
女
の
世
界
」
１
月
）
全
集
30

　
　
「
言
葉
づ
か
い
」（「
を
と
め
」
１
月
）
全
集
30

　
　
「
は
づ
か
し
が
り
」（「
を
と
め
」
２
月
）
全
集
30

　
　
「
女
の
は
な
し
」（「
女
の
世
界
」
３
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
女
に
望
む
べ
き
事
望
む
べ
か
ら
ざ
る
事
」（「
女
の
世
界
」
４
月
）
全
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集
別
・
上

　
　
「
新
家
庭
の
前
途
に
横
は
る
難
関
」（「
淑
女
画
報
」
４
月
）
全
集
別
・

　
　

上

　
　
「
陽
気
の
極
」（「
婦
人
週
報
」
４
月
）
逸
文
13

　
　
「
晩
婚
よ
り
も
寧
ろ
女
は
早
婚
せ
よ
」「
幸
田
露
伴
博
士
の
狂
歌
」（「
女

　
　

の
世
界
」
５
月
）
全
集
別
・
上

　
　
「
舅
姑
別
居
の
可
否
得
失
」（「
婦
人
之
友
」
５
月
）
全
集
40

　
　
「
春
の
夜
語
り
」（「
淑
女
画
報
」
５
、６
月
）
全
集
６

　
　
「
紅
葉
艶
語
（
⑨
）」（「
淑
女
画
報
」
７
月
）
全
集
６
（
但
し
「
碧
梧
紅

　
　

葉
」
と
改
題
）

　
　
「
桃
花
扇
の
三
美
人
（
⑫
）」（「
女
の
世
界
」
７
月
）
全
集
６
（
但
し
「
桃

　
　

花
扇
」
と
改
題
）

　
　
「
共
命
鳥
（
⑤
）」（「
淑
女
画
報
」
９
、
10
月
）」
全
集
６

　
　
「
結
婚
の
儀
式
に
保
存
し
た
き
点
」（「
婦
人
雑
誌
」
11
月
）
逸
文
13

　
　
「
人
情
の
上
よ
り
」（「
婦
人
雑
誌
」
12
月
）
逸
文
34

　
　
「
正
月
の
飾
り
」（「
婦
人
週
報
」
12
月
）
逸
文
11

　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

　
　
「
蛇
と
女
」（「
女
の
世
界
」
１
月
）
全
集
30

　
　
「
群
玉
峰（
①
）」（「
淑
女
画
報
」１
月
）全
集
６（
但
し「
真
真
」と
改
題
）

　
　
「
婦
人
と
新
古
」（「
婦
人
雑
誌
」
１
月
）
逸
文
45

　
　
「
愛
と
教
育
」（「
婦
人
新
聞
」
２
月
23
日
）
逸
文
15

　
　
「
道
を
尋
ね
て
」（「
婦
人
」
３
月
）
全
集
６

　
　
「
水中
滸第
伝一

李
獅
（々
②
）」（「
淑
女
画
報
」５
、６
月
）全
集
６
（
但
し「
師
々
」

　
　

と
改
題
）

　
　
「
進
一
歩
退
一
歩
」（「
婦
人
雑
誌
」
７
月
）
逸
文
14

　
　
「
女
子
の
禍
福
の
分
岐
点
」（「
婦
人
雑
誌
」
８
月
）
逸
文
20

　
　
「
絵
画
を
通
し
て
観
た
美
人
の
眼
」（「
婦
人
雑
誌
」
９
月
）
逸
文
26

　
　
「
人
と
食
物
と
の
関
係
」（「
婦
人
雑
誌
」
11
月
）
逸
文
26

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

　
　
「
婦
人
の
旅
行
鞄
に
入
れ
る
も
の
」（「
婦
人
世
界
」
８
月
）
逸
文
37
（
但

　
　

し
、
そ
の
前
半
は
「
婦
人
の
旅
行
鞄
に
入
れ
る
も
の
は
」［「
新
聞
九
州

　
　

日
報
」
大
11
・
６
／
29
～
７
／
２
］
と
し
て
全
集
別
・
下
に
所
収
）

　
　

※
こ
の
年
３
月
、『
幽
情
記
』
刊
行
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

　
　
「
日
本
文
話
」（「
婦
人
世
界
」
１
～
３
月
）
全
集
25

　
　
「
伝
説
の
実
相
」（「
婦
人
画
報
」
４
月
）
全
集
別
・
下

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）

　
　
「
雑
誌
と
い
ふ
も
の
」（「
女
性
日
本
人
」
10
月
）
全
集
40

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
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「
或
る
写
本
家
と
碁
客
と
」（「
女
性
日
本
人
」
８
月
）
逸
文
35

　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

　
　
「
貧
乏
の
説
」（「
婦
人
世
界
」
１
月
）
全
集
25

　
　
「
ま
は
り
あ
は
せ
」（「
婦
人
世
界
」
６
月
）
逸
文
38

　
　
「
運
命
は
切
り
開
く
も
の
」（「
婦
人
世
界
」
９
月
）
全
集
30

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

　
　
「
暴
風
裏
の
花
」（「
女
性
」
10
～
11
月
）
全
集
６
（
但
し
単
行
本
『
龍

　
　

姿
蛇
姿
』［
昭
２
・８
］
に
収
録
の
際
、「
暴
風
裏
花
」
と
改
題
）

　
　

※
こ
の
年
、
11
月
６
日
、
長
男
・
成
豊
歿
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

　
　
「
は
ね
つ
る
べ
」（「
婦
人
公
論
」
８
月
）
全
集
30

　
　
　
　
　

10

　

こ
れ
を
眺
め
て
み
る
と
、
露
伴
が
書
い
た
婦
人
向
け
作
品
は
、
お
お
む
ね

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
と
Ｂ
）
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
つ
め
（
Ａ
）
は
、
時
期
的
に
は
明
治
三
十
五
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
、

と
り
わ
け
雑
誌
「
女
鑑
」
と
の
繋
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
と
思
し
い
、『
小
品

十
種
』
に
結
実
す
る
作
品
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、
露
伴
は
妻
・
幾
美
子
と
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
お
く
っ
て
い

た
。
そ
の
充
実
ぶ
り
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
か
つ
て
、
露
伴
と
釣
り
と
の
か

か
わ
り
を
考
察
す
る
中
で
、
お
お
よ
そ
の
素
描
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
そ
れ
─
拙
稿
「
釣
人　

露
伴
─
〈
安
楽
〉
を
め
ぐ
る
政
治
／
文
学
」

（「
文
学　

隔
月
刊
」
平
17
・
１
、２
）
─
を
参
照
さ
れ
た
い（
１
）。
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
作
品
は
、
そ
う
し
た
家
庭
生
活
の
充
実
を
背
景
に
持
つ
自
信
、
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
に
裏
打
ち
さ
れ
た
態
度
で
、
主
に
若
い
女
性
に
向
け
て
、
露

伴
の
発
し
た
人
生
指
南
、
教
訓
的
論
説
と
い
っ
て
よ
い
。

　

若
い
人
々
が
良
き
伴
侶
を
得
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
良
質
の
趣

味
あ
る
家
庭
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
家
庭
生
活
を
安
定
さ
せ
る
工

夫
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
等
々
が
、『
小
品
十
種
』
の
各
篇
で
は
説
か

れ
て
い
る
。
論
説
文
と
し
て
は
、「
浮
世
一
言
放
談
」
と
「
斉
家
の
両
極
」
が
、

『
小
品
十
種
』
と
の
関
わ
り
が
深
い
よ
う
だ
。

　
「
浮
世
一
言
放
談
」は
、様
々
な
人
生
遍
歴
を
も
つ
老
若
男
女
の
教
訓
的（
あ

る
い
は
反
面
教
師
的
な
）
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
『
小
品
十
種
』

の
大
半
を
占
め
る
、
い
か
に
良
き
夫
・
妻
を
選
ぶ
か
、
あ
る
い
は
趣
味
良
き

家
庭
と
は
ど
ん
な
も
の
か
等
を
め
ぐ
る
物
語
た
ち
の
、
い
わ
ば
発
酵
母
体
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
読
め
る
。「
斉
家
の
両
極
」（
明
39
・
６
）
と
『
小
品

十
種
』か
ら
は
、よ
り
明
確
な
関
係
性
が
窺
わ
れ
る
。
家
庭
を「
平
和
の
場
所
」

「
寛
ぎ
の
場
所
」「
愉
快
の
場
所
」に
す
る
た
め
の
秘
訣
は
、「
寛
大
」と「
緻
密
」

で
あ
る
と
「
斉
家
の
両
極
」
は
い
う
。
主
人
夫
婦
が
「
家
を
斉と
と
のへ
る
」
に
は
、

人
に
対
し
て
は
「
寛
大
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
、心
の
使
い
方
に
お
い
て
は
「
緻
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密
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
両
極
端
の
目
安
を
立
て
れ
ば
よ
い
、
と
「
斉
家
の

両
極
」
は
主
張
す
る（
２
）。
そ
れ
が
、『
小
品
十
種
』
中
、「
塩
加
減
」（
明
40
・７
）

と
「
水
の
味
」（
同
・
８
）
の
連
作
で
、
そ
れ
ぞ
れ
小
説
と
し
て
の
肉
付
け

が
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
娘
の
嫁
い
だ
家
を
訪
れ
た
老
母
が
、
出

さ
れ
た
「
椀
物
の
汁
」
の
塩
辛
さ
と
、
し
か
も
そ
の
塩
辛
さ
の
う
ち
に
妙
な

甘
た
る
さ
も
あ
る
の
に
気
付
く
。
娘
も
気
づ
い
て
下
女
を
厳
し
く
問
い
た
だ

す
の
だ
が
、
母
は
そ
れ
を
制
し
、
そ
の
下
女
が
田
舎
か
ら
出
て
来
た
ば
か
り

の
新
米
で
東
京
風
の
塩
加
減
に
疎
い
こ
と
、
ま
た
田
舎
で
は
汁
物
に
し
ば
し

ば
甘
み
を
加
え
る
習
慣
の
あ
る
こ
と
を
娘
に
教
え
る
、
と
い
う
の
が
「
塩
加

減
」。「
斉
家
の
両
極
」
に
お
け
る
「
寛
大
」
の
実
践
例
で
あ
る
。「
水
の
味
」

は
、
同
じ
娘
が
久
々
に
実
家
に
帰
り
、
今
度
は
食
事
を
給
さ
れ
る
側
に
な
る
。

母
は
娘
に
、
そ
こ
ら
の
魚
屋
で
買
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
鬼
怒
川
で
採
れ
た

ば
か
り
の
貰
い
物
の
鮎
を
食
わ
せ
る
が
、
そ
れ
を
娘
は
特
に
口
に
出
し
て
褒

め
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
粗
忽
と
し
て
、
や
は
り
老
母
が
戒
め
る
話
。
こ
ち
ら

は
「
緻
密
」
た
る
べ
き
こ
と
の
実
践
例
で
あ
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
）
の
作
品
は
、
そ
れ
な
り
に
人
情
を
穿
つ
知
恵
・
教

訓
を
含
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
要
す
る
に
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
、

と
い
っ
た
類
の
も
の
た
ち
、
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
（
Ｂ
）
は
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
の
時
期
に
書

か
れ
た
論
説
文
と
小
説
群
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
論
説
文
は
、
よ
り
抽
象
度

の
高
い
、
観
念
的
な
か
た
ち
で
〝
正
し
き
婦
人
の
生
き
方
は
如
何
な
る
も
の

か
〟
を
論
ず
る
。
ま
た
小
説
と
し
て
は
「
華
厳
経
三
部
作
」
の
他
、『
幽
情
記
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
諸
篇
が
、婦
人
向
け
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
幽

情
記
』
は
、
漢
詩
文
的
世
界
を
自
由
に
飛
翔
す
る
、
精
神
の
躍
動
を
記
し
た

秀
作
で
あ
る
。
教
訓
臭
芬
々
た
る
『
小
品
十
種
』
と
同
日
の
談
と
す
べ
き
作

品
で
は
な
い
。

　

明
治
三
十
五
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
の
ひ
と
ま
と
ま
り
（
Ａ
）
と
、
明
治

四
十
四
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
の
ひ
と
ま
と
ま
り
（
Ｂ
）
の
間
に
あ
る
、
こ

う
し
た
作
風
・
文
学
的
レ
ベ
ル
の
違
い
は
、
前
者
の
執
筆
舞
台
の
主
た
る
も

の
が
雑
誌
「
女
鑑
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
か
な
り
の
程
度
由
来
し
て
い
る
よ

う
だ
。「
女
鑑
」
以
外
の
雑
誌
は
、
明
治
四
十
四
年
以
降
も
し
ば
し
ば
露
伴

が
作
品
を
寄
せ
続
け
た
、日
露
戦
争
前
後
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
（「
女

学
世
界
」
は
明
治
三
十
四
年
創
刊
、「
女
子
文
壇
」
は
明
治
三
十
八
年
創
刊
。

ま
た
露
伴
の「
家
庭
の
一
致
」は「
婦
人
界
」明
治
三
十
五
年
創
刊
第
２
号
を
、

ま
た
「
美
は
し
き
日
本
婦
人
の
特
色
」
は
「
婦
人
世
界
」
明
治
三
十
九
年
創

刊
号
を
飾
っ
て
い
る
）。
こ
れ
に
対
し
、「
女
鑑
」
の
創
刊
は
明
治
二
十
四
年

八
月
で
、
明
ら
か
に
他
誌
と
異
質
で
あ
る
。「
貞
操
節
義
な
る
日
本
女
子
の

特
性
を
啓
蒙
し
、
以
て
世
の
良
妻
賢
母
た
る
も
の
を
養
成
す
る
」
こ
と
を
主

旨
と
し
た（
３
）、
と
い
う
「
女
鑑
」
は
、
結
婚
─
家
事
─
育
児
と
い
っ
た
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
婦
人
が
出
会
い
そ
う
な
諸
問
題
に
対
し
て
、有
効
な
知
恵
・

教
訓
を
供
給
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
書
き
手
に
求
め
ら
れ
て
い
た
内
容
に
す

ぎ
な
い
。
露
伴
は
、
い
わ
ば
こ
の
要
請
に
お
と
な
し
く
従
っ
て
い
た
様
子
で

あ
る
。
彼
自
身
が
、
幸
福
な
夫
婦
関
係
と
子
育
て
暮
ら
し
（
明
治
三
十
四
年
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長
女
出
生
、
明
治
三
十
七
年
次
女
出
生
、
明
治
四
十
年
長
男
出
生
）
の
た
だ

中
に
あ
っ
て
、こ
う
し
た
求
め
に
応
ず
る
心
構
え
も
、準
備
も
、万
端
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
露
戦
争
前
後
に
発
刊
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
は
、
家
庭
の
中
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
婦
人
が
自
立
し
う
る
、
よ
り
広
範
な
教
養
を
提
供

す
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
高
度
な
文
学
的
教
養
も
含
ま
れ

て
い
た
。
た
と
え
ば
『
幽
情
記
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
諸
作
品
の
多
く
を
掲
載

し
た
雑
誌
「
淑
女
画
報
」
の
編
集
兼
発
行
人
は
松
原
岩
五
郎
（
二
十
三
階

堂
。
松
原
は
、
露
伴
の
推
薦
で
国
会
新
聞
社
に
入
社
す
る
な
ど
明
治
二
十
年

代
以
来
の
露
伴
の
知
己
）
だ
が
、
彼
は
「
淑
女
画
報
」
以
前
に
、「
女
学
世

界
」
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
「
帝
国
文
学
」
派
の
執
筆
陣
の

多
く
を
婦
人
雑
誌
に
巻
き
込
ん
で
、
古
典
文
学
の
講
釈
な
ど
を
書
か
せ
て
い

た
。
こ
う
し
た
雑
誌
編
集
方
針
に
反
映
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
時
代
的
要
請
─

社
会
的
に
広
い
視
野
と
高
い
水
準
の
文
化
的
教
養
を
提
供
す
る
こ
と
─
を
受

け
止
め
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
姿
勢
で
、
婦
人
向
け
雑
誌
に
書
か
れ
た
の

が
、（
Ｂ
）
グ
ル
ー
プ
の
作
品
群
で
あ
る
。

　

露
伴
の
周
辺
に
そ
れ
を
促
す
変
化
も
、
あ
っ
た
。
愛
妻
・
幾
美
子
の
死
で

あ
る
（
明
治
四
十
三
年
）。（
Ａ
）
グ
ル
ー
プ
の
記
述
を
支
え
て
い
た
の
は
幾

美
子
の
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
喪
失
は
当
然
、
作
風
の
変
化
を
も
た
ら

さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
二
年
余
り
の
や
も
め
暮
ら
し
の

中
で
長
女
を
死
な
せ
た
経
験
、
ま
た
そ
れ
を
契
機
と
し
て
再
婚
に
踏
み
切
っ

た
結
果
、
露
伴
は
新
し
い
課
題
─
学
校
教
育
と
女
性
の
問
題
─
と
出
会
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
Ｂ
）
グ
ル
ー
プ
の
作
品
群
を
具
体
的
に
み
る
と
、
ま
ず
、
一
方
の
極
に
、

婦
人
の
権
利
・
自
由
～
主
体
と
し
て
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
系
が
あ
る
。

「
向
上
落
下
の
原
因
と
し
て
見
た
る
夫
人
の
観
察
力
」（
明
44
・
５
）、「
宜
し

く
趣
味
の
向
上
を
は
か
れ
」（
明
45
・
１
）
で
主
に
展
開
さ
れ
る
主
題
で
あ

る
（
類
似
作
品
と
し
て
「
早
く
涸
れ
行
く
婦
人
の
生
活
」［
大
４
・
10
］、「
趣

味
と
婦
人
」［
大
４
・
10
］
が
あ
る
）。

　

ま
た
、
も
う
一
方
の
極
に
は
、
二
人
目
の
妻
・
児
玉
八
代
子
と
の
生
活
が

も
た
ら
し
た
問
題
系
が
あ
る
。「
女
学
校
よ
り
雑
巾
掛
け
」（
大
４
・
５
）
～

諸
個
人
の
生
活
技
術
者
と
し
て
の
能
力
低
下
に
関
す
る
問
題
、
ま
た
そ
れ
と

学
校
教
育
と
の
関
連
の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
問
題
系
が
重
な
り
合
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
空
の
女

と
実
の
女
」（
大
２
・
１
）、「
処
女
の
誇
り
」（
大
２
・
４
）
～
主
体
的
自
立
と

生
活
技
術
の
関
わ
り
の
問
題
が
位
置
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
類
似
作
品
と

し
て
は
「
女
子
の
禍
福
の
分
岐
点
」（
大
６
・
８
）、
ま
た
婦
人
雑
誌
か
ら
離

れ
る
が
、「
囚
は
る
ゝ
を
欲
せ
ざ
る
や
」（「
実
業
之
世
界
」
大
３
・
11
）
な

ど
も
同
系
列
の
問
題
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
言
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
自
分

を
欺
く
」
と
い
っ
た
類
の
流
行
の
言
い
回
し
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
通
し
て
、

物
事
の
実
際
に
疎
い
、
思
い
あ
が
っ
た
自
我
の
在
り
方
が
問
題
化
さ
れ
て
い

る
。
二
、三
、
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　
　

学
校
の
教
師
の
教
を
受
け
た
り
、
新
聞
や
雑
誌
で
見
覚
え
た
り
し
た
事
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を
の
み
土
台
に
し
て
、
実
際
の
工
夫
の
上
に
そ
れ
を
応
用
し
て
実
験
体

　
　

得
す
る
の
で
な
け
れ
ば
殆
ど
空
に
落
ち
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

（「
空
の
女
と
実
の
女
」）

　
　

此
頃
の
流
行
語
に
「
自
ら
欺
く
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
自
分
は
か
う
思

　
　

ふ
が
人
が
あ
ゝ
せ
よ
と
い
ふ
か
ら
、
其
通
り
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
、

　
　

自
ら
欺
く
と
い
つ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
自
ら
克
つ
の
で
あ
る
と

　
　

い
ふ
こ
と
も
で
き
る
。
又
、
自
分
の
思
ふ
ま
ゝ
に
振
舞
ふ
こ
と
を
、
自

　
　

ら
偽
ら
ず
と
云
つ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
之
は
放
縦
で
あ
つ
て
我
儘
と
も

　
　

取
ら
れ
る
。
自
ら
欺
く
、
自
ら
欺
か
ぬ
な
ど
い
ふ
語
は
、
甚
だ
不
明
瞭

　
　

な
も
の
で
、色
々
に
解
釈
が
出
来
る
。
そ
ん
な
一
語
多
義
の
流
行
語
を
、

　
　

勝
手
の
時
だ
け
持
出
し
て
、
妾
は
自
ら
欺
く
の
は
厭
だ
な
ん
ぞ
と
云
つ

　
　

て
、
放
肆
に
す
る
の
は
甚
だ
宜
し
く
な
い
。

（「
処
女
の
誇
り
」）

　
　

そ
し
て
人
は
皆
自
己
に
阿
り
、
自
己
を
賞
賛
す
る
旗
印
と
し
て
進
歩
せ

　
　

り
〳
〵
と
叫
ん
で
ゐ
る
。
前
代
の
思
想
感
情
は
総
て
価
値
無
き
も
の
と

　
　

し
て
、
自
己
等
の
時
代
及
び
自
己
等
の
み
を
最
も
優
等
な
も
の
と
考
へ

　
　

た
其
の
結
果
莫
大
な
る
物
質
と
、
恐
る
可
き
智
力
と
筋
力
と
を
費
や
し

　
　

て
、
恐
ろ
し
き
殺
傷
事
件
（
第
一
次
世
界
大
戦
を
指
す
─
引
用
者
）
を

　
　

進
行
さ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。------

欧
羅
人
が
努
力
し
て
地
獄
の
建

　
　

設
を
企
て
ゝ
ゐ
る
の
を
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。------

真
の
権
威
あ
る

　
　

道
理
あ
る
慈
悲
あ
る
大
い
な
る
理
想
に
囚
は
れ
て
、
そ
し
て
事
に
当
り

　
　

務
め
を
執
つ
て
行
く
の
が
真
の
幸
福
に
到
達
す
る
道
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（「
囚
は
る
ゝ
を
欲
せ
ざ
る
や
」）

　

し
か
し
、
再
婚
が
も
た
ら
し
た
に
ち
が
い
な
い
、
生
活
技
術
の
能
力
低
下

の
問
題
系
の
極
、
お
よ
び
「
自
分
」
崇
拝
に
対
す
る
文
明
論
的
批
判
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
拙
稿
「『
望
樹
記
』
論
─
大
正
期
露
伴
の
批
評
活
動
」（
立
教

大
学
「
日
本
文
学
」
平
４
・
12
）
（
４
）

で
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
婦
人
雑

誌
と
仏
教
の
関
係
を
論
ず
る
本
稿
と
は
、
い
さ
さ
か
関
連
が
薄
い
の
で
、
こ

こ
で
は
し
ば
ら
く
措
く
こ
と
と
す
る
。
仏
教
と
な
に
が
し
か
関
わ
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
の
は
、
婦
人
の
権
利
・
自
由
を
め
ぐ
る
問
題
系
の
極
に
お
い
て

で
あ
る
。
こ
の
問
題
系
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
、
論
文
二
編
を
見
よ
う
。

　
「
向
上
落
下
の
原
因
と
し
て
見
た
る
婦
人
の
観
察
力
」

　

こ
こ
で
い
う
「
観
察
力
」
と
は
、「
感
応
力
」
と
で
も
言
っ
た
方
が
分
か

り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
婦
人
は
「
観
察
力
が
鋭
敏
緻
密
で
あ
る
為
に
、

其
の
観
察
の
対
象
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
非
常
に
多
い
」。
し
か
し
観
察
対

象
は
「
善
悪
混
淆
し
た
」
も
の
な
の
だ
か
ら
、
た
だ
「
観
察
」
す
る
だ
け
で

は
、
対
象
物
の
俗
悪
に
感
応
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
観
察
の

傾
向
を
善
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
希
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」、
つ
ま
り
「
学

ぶ
可
き
こ
と
を
多
く
観
察
し
得
る
傾
向
」
を
育
て
、「
学
ぶ
可
ら
ざ
る
こ
と

を
観
察
す
る
傾
向
」
を
矯
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
そ
の
上
で
、
あ
る
女

性
の
「
観
察
の
対
象
と
し
て
の
境
遇
」
が
、
不
幸
に
し
て
「
学
ぶ
可
ら
ざ
る

こ
と
の
み
多
き
社
会
に
身
を
置
く
」
場
合
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
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其
の
社
会
よ
り
は
幾
ら
か
遠
い
社
会
、
即
ち
書
籍
等
に
依
つ
て
、
其
の

　
　

学
ぶ
べ
き
所
の
み
を
見
出
す
こ
と
に
勉
め
る
な
ら
ば
、
知
ら
ず
識
ら
ず

　
　

の
間
に
其
の
宜
し
き
影
響
を
受
け
る
に
相
違
な
い
。
さ
う
い
う
点
か
ら

　
　

い
ふ
と
、
宗
教
、
教
育
な
ど
ゝ
い
ふ
も
の
は
、
非
常
に
よ
き
結
果
を
与

　
　

へ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
宗
教
は
、
既
に
其
の
権
威
を
失
し
て
居
る

　
　

の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
宗
教
が
善
い
と
い
ふ
訳
は
一
つ
は
其
の
学
ぶ
可

　
　

き
も
の
ゝ
み
を
提
供
せ
ん
と
す
る
努
力
が
、
立
派
な
る
人
々
に
依
つ
て

　
　

致
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
宗
教
は
、与
え
ら
れ
た
境
遇
か
ら
の
影
響
力
を
減
殺
す
る
遮
蔽
装
置
、

悪
し
き
生
活
環
境
の
汚
濁
か
ら
自
己
の
精
神
を
保
護
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
「
宜
し
く
趣
味
の
向
上
を
は
か
れ
」

　

今
日
「
趣
味
の
広
い
婦
人
は
男
子
と
同
じ
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
」
実

際
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。「
自
己
の
狭
い
範
囲
即
ち
父
母
、
兄
弟
、
親
戚
、

朋
友
等
」
の
範
囲
内
（
こ
の
「
範
囲
」
は
ま
た
、「
サ
ー
ク
ル
」
と
言
い
換

え
ら
れ
て
い
る
）
で
趣
味
性
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
。
し
か
も
「
総
じ
て
婦
人
は
、
其
時
代
の
風
潮
に
支
配
さ
れ
る
事
が
多

い
」。
し
た
が
っ
て
婦
人
は
、「
時
代
の
奴
隷
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
、「
常
に
時

代
の
正
当
な
る
批
判
者
と
し
て
立
つ
や
う
に
心
懸
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
露
伴

は
言
う
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。「
其
サ
ー
ク
ル
の
外
に
立
つ
て
こ
そ
批

判
が
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
其
中
に
居
つ
て
は
出
来
る
も
の
で
な
い
」。

　
　

例
へ
ば
、
ク
リ
ス
ト
教
に
接
せ
ぬ
婦
人
の
趣
味
と
、
一
度
在
来
の
輪
を

　
　

脱
し
て
ク
リ
ス
ト
教
に
接
し
た
婦
人
の
趣
味
と
の
差
を
比
較
す
る
と
、

　
　

後
者
の
趣
味
は
、
夫
れ
だ
け
拡
張
さ
れ
享
受
さ
れ
て
居
る
。
之
れ
は
云

　
　

ふ
ま
で
も
な
く
、
其
輪
を
大
き
く
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
時
代

　
　

の
風
潮
に
溺
れ
ず
益
々
進
ん
で
行
か
う
と
す
る
に
は
、
勢
い
之
れ
を
外

　
　

国
の
事
情
、
或
は
歴
史
上
の
文
学
宗
教
美
術
等
、
総
て
今
日
の
時
代
と

　
　

離
れ
た
る
も
の
、
扨
は
地
方
の
種
々
な
る
感
情
や
思
想
等
を
知
つ
て
、

　
　

そ
し
て
自
己
の
感
情
思
想
を
養
ふ
や
う
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

　
　

る
。

こ
こ
で
も
宗
教
は
、（
文
学
美
術
等
と
並
ん
で
、
だ
が
）
自
分
の
生
ま
れ
落

ち
た
境
遇
、
自
然
に
置
か
れ
た
境
遇
、「
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
の
影
響
力
を
遮

る
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
を
制
約
す
る
（
時
間
的
か
つ

空
間
的
な
）「
サ
ー
ク
ル
」そ
の
も
の
を
、「
外
」か
ら
批
判
し
う
る
よ
う
な「
趣

味
」
を
培
う
上
で
、
宗
教
は
必
ず
や
そ
の
糧
と
な
る
だ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
て

い
る
。

　

露
伴
が
「
華
厳
経
三
部
作
」
を
婦
人
雑
誌
に
載
せ
た
動
機
は
、
恐
ら
く
こ

れ
で
あ
る
。
露
伴
は
、
婦
人
た
ち
を
日
本
の
当
時
の
風
潮
、
あ
る
い
は
も
っ

と
根
底
的
に
、
日
本
的
風
土
・
伝
統
か
ら
一
旦
隔
離
し
、
そ
の
「
サ
ー
ク
ル
」
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か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
仏
教
由
来
の

物
語
に
手
を
染
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

11

　

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
露
伴
「
華
厳
経
三
部
作
」
は
い
ず
れ
も
華
厳

経
の
終
品
「
入
法
界
品
」
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
善
財
童
子
の
求
道

の
旅
を
記
す
「
入
法
界
品
」
で
、
彼
が
出
会
う
善
知
識
五
十
三
人
の
う
ち
、

『
伊
舎
那
の
園
』
の
伊
舎
那
は
、（
最
初
に
出
会
っ
た
文
殊
菩
薩
か
ら
数
え

て
）
八
番
目
に
歴
訪
し
た
善
知
識
で
あ
る
。『
道
を
尋
ね
て
』
の
弁
具
足
は
、

十
四
番
目
に
赴
い
た
善
知
識
。
善
財
童
子
は
こ
の
二
人
か
ら
直
接
教
え
を
乞

う
て
い
る
。
こ
れ
は
「
入
法
界
品
」
前
半
の
形
式
で
あ
る
。
一
方
、『
春
の

夜
語
り
』
で
訪
ね
た
善
知
識
は
、
瞿
波
釈
種
女
す
な
わ
ち
釈
迦
族
の
女
・
瞿

波
（
ゴ
ー
パ
ー
）
と
い
う
、
文
殊
菩
薩
か
ら
数
え
て
四
十
一
人
目
に
あ
た
る

女
神
で
、「
入
法
界
品
」
の
後
半
で
登
場
す
る
善
知
識
で
あ
る
。
先
に
『
春

の
夜
語
り
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
具
足
艶
吉
祥
童
女
と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
、
こ

の
女
神
・
瞿
波
が
、
彼
女
の
本
生
譚
の
中
で
、「
大
過
去
劫
」
の
時
、
そ
の

姿
を
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
具
足
艶
吉
祥
童

女
自
身
が
善
財
童
子
に
教
え
を
授
け
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（『
春
の

夜
語
り
』
末
尾
近
く
に
、「
此
の
談
の
背
後
に
は
、
釈
迦
及
び
其
の
妻
た
り

し
瞿
波
、
及
び
瞿
波
の
母
善
目
夫
人
の
存
す
る
こ
と
を
思
ふ
べ
き
で
あ
る
」

と
あ
る
の
は
、
瞿
波
と
釈
迦
が
、
そ
の
「
大
過
去
劫
」
の
時
に
お
い
て
、
具

足
艶
吉
祥
童
女
と
、
彼
女
の
恋
焦
が
れ
た
威
徳
王
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
現

し
て
い
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
善
知
識
み
ず
か
ら
が
善
財

童
子
に
直
接
教
え
を
垂
れ
る
と
い
う
（「
入
法
界
品
」
前
半
の
主
な
）
形
式

を
採
っ
て
い
な
い
。『
春
の
夜
語
り
』
が
、
前
後
の
二
作
品
に
比
べ
、
い
さ

さ
か
異
質
な
構
成
を
も
っ
た
作
品
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
三
作
の
内
容
に
入
ろ
う
。

　
『
伊
舎
那
の
園
』

　
「
入
法
界
品
」
前
半
の
語
り
は
、
善
財
童
子
が
、
訪
れ
た
Ｎ
番
目
の
善
知

識
か
ら
の
教
え
を
受
け
、
そ
の
後
、
そ
の
善
知
識
か
ら
、
教
え
を
受
け
る
べ

き
次
な
る
（
Ｎ
プ
ラ
ス
１
）
番
目
の
善
知
識
を
示
さ
れ
、
彼
ま
た
は
彼
女
の

い
る
場
所
へ
行
く
こ
と
、
つ
ま
り
「
南
へ
行
け
」、
と
命
じ
ら
れ
る
形
式
を

採
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
海
幢
比
丘
」
か
ら
教
え
を
受
け
た
後
、「
円
満

光
」
と
い
う
城
内
の
林
に
、「
伊
舎
那
優
婆
夷
」
が
い
る
か
ら
、
そ
こ
、「
南

へ
行
け
」
と
善
財
童
子
は
命
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

物
語
の
大
部
分
は
「
入
法
界
品
」
の
当
該
部
分
を
わ
か
り
や
す
く
和
訳
し

た
も
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
仏
教
経
典
の
雰
囲
気
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
梗
概
を
記
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。
教
え
の
ま
と
め

を
兼
ね
た
、
末
尾
部
分
で
露
伴
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
　

伊
舎
那
憂
婆
夷
の
話
は
大
体
以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の

　
　

伊
舎
那
の
同
類
行
門
と
云
ふ
こ
と
が
如
何
に
も
女
ら
し
い
、
床
し
い
説
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で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
我
は
或
る
衆
生
、
或
る
国
と
限

　
　

ら
れ
た
も
の
の
為
め
に
菩
提
心
を
起
す
の
で
は
な
く
て
、一
切
の
衆
生
、

　
　

一
切
の
時
代
、
一
切
の
大
虚
空
の
為
め
に
起
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

　
　

又
我
を
思
ひ
我
に
随
従
す
る
者
は
、
決
し
て
誰
を
も
棄
て
な
い
。
と
云

　
　

ふ
処
は
即
ち
普
遍
の
愛
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
同
類
で
な

　
　

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
我
に
縁
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
善

　
　

の
心
を
起
す
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
で
な
け
れ
ば
遂
に
永
劫
に
我

　
　

を
見
、
我
と
共
に
鳥
鳴
き
花
歌
ふ
普
荘
厳
の
楽
園
に
住
す
る
こ
と
は
出

　
　

来
な
い
。
と
云
ふ
処
に
も
こ
の
同
類
行
門
と
云
ふ
こ
と
の
、
漠
然
と
し

　
　

な
い
、
徹
底
し
た
面
白
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
話
は
畢
竟
、
善
に
志
す

　
　

人
の
生
活
は
永
遠
に
美
し
く
、
又
人
は
窮
極
善
を
欲
す
る
こ
と
に
な
る

　
　

と
云
ふ
意
味
な
の
で
あ
り
ま
す
。

善
の
心
の
根
拠
を
、
特
定
の
地
域
共
同
体
の
倫
理
・
道
徳
に
求
め
る
の
で
は

な
く
、
伊
舎
那
の
普
遍
的
な
愛
か
ら
発
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
人
は
、

こ
の
伊
舎
那
と
「
同
類
行
門
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
る
以
外
に
善
性

を
持
つ
こ
と
は
叶
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
と
思
う
。
善
の
心
の
普
遍
性
と

「
同
類
行
門
」
と
い
う
制
限
付
き
で
あ
る
こ
と
と
の
間
の
関
連
が
、
少
し
わ

か
り
に
く
い
、
理
解
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
感
ず
る
。

こ
こ
は
、
続
く
『
春
の
夜
語
り
』
の
冒
頭
を
瞥
見
し
て
お
く
の
が
便
法
の
よ

う
だ
。
曰
く
、

　
　
　

人
と
い
ふ
も
の
の
存
在
す
る
限
り
、
生
ゝ
の
大
法
の
行
は
れ
ぬ
と
い

　
　

ふ
こ
と
は
無
く
、
生
ゝ
の
大
法
の
行
は
る
ゝ
限
り
、
恋
と
い
ふ
こ
と
の

　
　

無
く
な
る
こ
と
は
有
り
ま
す
ま
い
。

こ
の
後
、
恋
は
動
物
的
に
も
心
霊
的
に
も
解
釈
が
可
能
、
と
続
く
。
つ
ま
り
、

恋
は
「
生
ゝ
の
大
法
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
同
時
に
、
そ

れ
は
動
物
的
恋
か
ら
心
霊
的
恋
ま
で
の
、
広
い
振
れ
幅
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
振
れ
幅
の
何
処
か
に
、
そ
の
振
れ
幅
の
内
で
、
心
が
動
物

的
恋
か
ら
心
霊
的
恋
の
方
へ
揺
れ
る
時
、
伊
舎
那
の
「
同
類
行
門
」
は
建
立

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

伊
舎
那
の
愛
は
普
遍
的
だ
が
、
人
の
本
性
の
中
に
そ
れ
が
丸
ご
と
装
填
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
々
の
愛
は
動
物
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
か
た

ち
で
発
露
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、
愛
が
普
遍
的
な
か
た
ち
を
と
る
程

に
十
全
な
か
た
ち
で
発
現
す
る
た
め
に
は
、伊
舎
那
の
「
同
類
行
門
」
と
な
っ

て
従
前
の
在
り
方
か
ら
自
己
を
脱
皮
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
は
一
旦
、

生
ま
れ
落
ち
た
「
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
離
脱
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
春
の
夜
語
り
』

　

恋
は
「
生
ゝ
の
大
法
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
無
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
が
、
恋
は
動
物
的
に
も
心
霊
的
に
も

解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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余
り
心
霊
的
に
解
釈
す
る
時
は
、
解
釈
が
空
疎
に
な
り
、
余
り
動
物
的

　
　

に
解
釈
す
る
時
は
、
解
釈
が
鄙
野
に
な
つ
て
、
い
づ
れ
も
吾
人
を
不
正

　
　

当
の
地
位
と
不
利
益
の
境
涯
に
立
た
す
に
至
り
は
せ
ぬ
か
と
思
は
れ
ま

　
　

す
。
い
づ
れ
か
と
云
へ
ば
、
解
釈
は
両
極
端
の
中
央
、
即
ち
右
端
で
も

　
　

無
け
れ
ば
左
端
で
も
無
い
の
が
、
真
を
得
る
に
近
い
と
云
ひ
度
い
の
で

　
　

す
が
、
そ
れ
よ
り
は
寧
ろ
両
極
端
を
包
含
し
得
る
解
釈
が
、
真
を
得
る

　
　

に
近
い
と
云
ひ
度
い
の
で
す
。

以
上
が
序
章
に
あ
た
る
一
節
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
三
つ
の
物
語
が
紹
介
さ

れ
る
の
が
『
春
の
夜
語
り
』
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、「
雄
略
天
皇
の
御
時
の
赤
猪
子
の
恋
物
語
」。『
古
事
記
』
下

つ
巻
を
主
と
し
、一
部
に『
日
本
書
紀
』巻
第
十
四
が
参
照
さ
れ
て
い
る（「
彼

の
御
猟
の
時
に
当
つ
て
、
猪
を
踢
殺
し
た
ま
ふ
た
り
～
御
諫
の
歌
に
よ
つ
て

直
に
舎
人
を
赦
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
「
我
は
善
言
を
獲
た
り
」
と
悦
ば
せ
ら
れ

た
事
な
ど
」
の
、
雄
略
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
分
）。
美
和
川
で
洗
濯
を

し
て
い
た
赤
猪
子
を
見
初
め
て
「
汝
、
嫁
が
ず
て
あ
れ
、
や
が
て
喚
し
て
む
」

と
声
を
掛
け
た
雄
略
が
、
そ
の
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
い
、
ず
っ
と
迎
え
を
待
っ

て
い
た
赤
猪
子
は
、つ
い
に
八
十
年
後
、宮
中
に
出
向
い
て
、天
皇
と
の
「
贈

答
四
首
の
歌
」
を
遺
す
、
と
い
う
話
。

　

語
り
手
は
、
こ
の
赤
猪
子
の
物
語
を
「
吾
邦
の
婦
人
は
お
の
づ
か
ら
吾
邦

の
婦
人
と
い
ふ
一
般
の
天
然
約
束
に
従
つ
て
、
外
国
の
婦
人
と
は
異
な
つ
た

思
想
や
感
情
や
智
能
や
体
躯
を
有
し
て
居
ま
す
」
で
語
り
始
め
、
次
の
よ
う

に
語
り
納
め
て
い
る
。

　
　

赤
猪
子
の
恋
の
如
き
は
、実
に
神
聖
な
恋
と
い
う
て
宜
い
と
思
は
れ
る
。

　
　

し
か
も
其
の
八
十
年
を
持
続
し
た
内
的
の
恋
慕
の
強
い
一
念
に
対
し
、

　
　

八
十
年
を
沈
黙
し
た
外
的
の
謙
抑
の
態
度
は
、
如
何
に
も
古
日
本
婦
人

　
　

的
で
あ
る
。

絶
賛
に
近
い
、
と
も
読
め
そ
う
で
あ
る
。
が
、「
宜
し
く
趣
味
の
向
上
を
は

か
れ
」
に
従
え
ば
、
赤
猪
子
の
恋
は
日
本
と
い
う
「
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
自
由

で
な
い
、
と
も
受
け
取
ら
れ
る
。
ま
た
『
春
の
夜
語
り
』
序
章
の
言
に
従
え

ば
、
恋
の
解
釈
が
あ
ま
り
に
「
心
霊
的
」
で
「
空
疎
」
と
も
受
け
取
ら
れ
か

ね
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
（
語
り
手
は
「
内
的
の
恋
慕
の
強
い
一
念
」
を
肉
付

け
す
る
た
め
に
、
赤
猪
子
を
娶
ろ
う
と
し
た
人
、
縁
づ
け
よ
う
と
し
た
同
情

者
、
恋
焦
が
れ
た
男
た
ち
、
拒
絶
さ
れ
て
怒
っ
た
り
憎
ん
だ
り
し
た
者
、
あ

ら
ぬ
噂
を
立
て
た
者
等
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
も
靡
か
ず
、
屈
せ
ず
、

た
だ
ひ
た
す
ら
八
十
年
を
待
ち
暮
ら
し
た
赤
猪
子
の
内
心
を
十
分
同
情
的
に

忖
度
し
て
、「
空
疎
」を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
）。あ
ま
り
に
も「
古

日
本
婦
人
的
」
で
、
あ
ま
り
に
も
「
心
霊
的
」
だ
、
と
い
う
感
を
払
拭
す
る

こ
と
は
、
そ
う
容
易
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
次
の
話
は
、
日
本
を
離
れ
、「
古
印
度
の
婦
人
の
物
語
」
と
な
る
。

佛
弟
子
・
難
陀
と
そ
の
妻
・
孫
陀
利
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
。
原
拠
は
仏
本
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行
集
経
巻
第
五
十
六
か
ら
。

　

難
陀
と
孫
陀
利
の
夫
婦
は
相
思
相
愛
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で

難
陀
は
、
仏
道
に
も
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
仏
陀
瞿
曇
が
や
っ
て
き

て
、
彼
は
そ
の
ま
ま
瞿
曇
に
付
き
従
っ
て
屋
敷
を
出
て
し
ま
う
。
孫
陀
利
は

自
分
の
香
水
を
夫
の
額
に
塗
っ
て
「
此
の
点
じ
た
化
粧
水
が
乾
き
き
ら
ぬ
間

に
ま
た
此
室
へ
還
つ
て
来
て
下
さ
い
」
と
念
を
押
し
た
が
、
難
陀
は
そ
れ
も

忘
れ
て
、
と
う
と
う
出
家
し
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
い
ざ
出
家
し
て
み

る
と
修
行
は
辛
く
、
愛
妻
へ
の
思
い
は
募
る
ば
か
り
。
遂
に
「
直
情
径
行
の

難
陀
は
、
堪
へ
ら
れ
な
く
な
つ
て
、
厳
粛
と
清
浄
と
を
も
つ
て
其
の
生
命
と

し
て
ゐ
る
精
舎
の
白
壁
へ
、
恋
し
い
孫
陀
利
の
像
を
描
い
た
と
い
ふ
談
」。

　
　

今
日
の
人
か
ら
論
ず
れ
ば
、
孫
陀
利
や
難
陀
に
無
理
は
無
い
や
う
で
あ

　
　

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
人
間
世
界
を
中
心
と
し
て
の
思
想
か
ら
然
様
な
る

　
　

の
で
、
仏
陀
や
な
ぞ
の
方
の
、
人
間
界
を
然
の
み
尊
い
も
の
と
せ
ぬ
思

　
　

想
か
ら
云
へ
ば
、
孫
陀
利
や
難
陀
は
迷
へ
る
も
の
と
し
か
云
は
れ
ぬ
の

　
　

で
あ
り
ま
す
。

難
陀
と
孫
陀
利
夫
婦
の
愛
は
、「
古
印
度
」
に
留
ま
ら
な
い
（「
今
日
の
人
」

に
も
通
用
す
る
）、「
人
間
世
界
を
中
心
と
し
て
の
思
想
」
が
認
め
る
と
こ
ろ

の
、ご
く
自
然
な
姿
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は「
生
ゝ
の
大
法
」か
ら
外
れ
ず
、

執
着
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、「
普
遍
的
の
愛
」
に
近
い
、
と
も
言
え
そ

う
で
あ
る
。
だ
が
、『
春
の
夜
語
り
』
序
章
の
言
に
従
う
と
、
こ
ち
ら
は
「
動

物
的
」
に
偏
っ
て
「
鄙
野
」
な
る
を
免
れ
ぬ
、と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
物
語
は
、
い
よ
い
よ
華
厳
経
か
ら
の
、
具
足
艶
吉
祥
童
女
の
段

に
入
る
。

　

時
の
王
・
財
主
王
の
太
子
に
、
威
徳
王
と
い
う
「
美
貌
徳
相
兼
備
は
つ
た

方
」
が
い
た
。
或
る
日
威
徳
王
が
男
女
臣
隷
を
従
え
て
「
香
牙
園
」
と
い
う

と
こ
ろ
へ
「
遊
観
」
に
出
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
時
、
具
足
艶
吉
祥
と
い
う
非

常
に
美
し
く
智
慧
聡
明
な
童
女
も
母
と
共
に
出
遊
し
て
い
て
、
威
徳
王
の
一

行
に
出
会
い
、
太
子
に
一
目
惚
れ
、「
愛
染
の
心
」
を
生
じ
る
。
具
足
艶
は

母
に
胸
中
を
打
ち
明
け
、
母
の
力
で
「
彼
の
方
に
事
ふ
る
身
と
な
る
こ
と
を

得
た
い
」
と
願
う
。
け
れ
ど
も
母
は
、
わ
れ
ら
の
よ
う
な
卑
賤
の
身
で
「
国

王
の
太
子
様
を
思
う
た
と
て
何
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
、「
国
柄
家
柄

や
世
の
態
人
の
態
に
就
い
て
説
い
て
聞
せ
」
た
。

　

さ
て
、そ
の
「
香
牙
園
」
の
隣
に
は
「
法
雲
光
明
」
と
い
う
道
場
が
あ
り
、

そ
こ
で
、
勝
日
身
如
来
が
正
覚
を
成
し
、
七
日
を
経
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
具

足
艶
は
夢
に
そ
の
如
来
を
見
、
覚
め
て
後
に
ま
た
虚
空
に
勝
日
身
如
来
が
現

れ
て
、〝
自
分
は
法
雲
光
明
道
場
で
正
覚
を
得
て
七
日
を
経
た
の
で
諸
菩
薩

天
龍
夜
叉
の
他
、
一
切
の
主
及
び
男
女
眷
属
等
が
「
見
仏
聴
法
」
の
た
め
に

来
集
す
る
だ
ろ
う
、
お
前
も
「
親
近
礼
敬
す
べ
し
」〟、
と
い
う
声
を
聞
い
た
。

そ
こ
で
、

　
　

具
足
艶
は
母
の
説
示
も
身
分
の
相
違
も
忘
れ
果
て
ゝ
、
恋
の
一
念
の
誠

　
　

と
、
平
等
無
差
別
の
仏
の
功
徳
に
加
持
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
よ
つ
て
、
其
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の
日
頃
の
思
、
太
子
を
景
慕
し
て
已
ま
ざ
る
由
を
ば
、
畏
る
ゝ
こ
と
無

　
　

く
太
子
の
前
に
於
て
申
出
し
た
の
で
あ
る
。
前
に
挙
げ
た
赤
猪
子
の
談

　
　

と
此
の
具
足
艶
の
談
と
を
対
照
し
た
ら
ば
、
如
何
に
両
者
の
間
に
相
違

　
　

の
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
や
う
。

自
分
の
思
い
の
切
な
る
こ
と
を
訴
え
る
具
足
艶
に
対
し
、
威
徳
王
は
女
人
が

煩
悩
苦
悶
の
種
と
な
る
こ
と
の
如
何
に
多
い
か
を
詩
を
以
て
答
え
た
上
で
、

具
足
艶
と
そ
の
母
・
善
現
の
誠
実
を
確
か
め
る
。
も
し
自
分
が
出
家
し
た
ら

ど
う
す
る
か
、
と
い
う
太
子
の
問
い
に
、
具
足
艶
は
「
妾
も
当
に
随
順
し
て

精
勤
し
、
修
習
し
親
近
し
て
捨
て
ず
」
云
々
。
そ
こ
で
威
徳
王
は
具
足
艶
を

容
れ
る
。
と
、
そ
こ
に
勝
日
身
如
来
が
登
場
し
て
、
太
子
を
大
悟
さ
せ
る
と

共
に
、
父
の
王
も
大
い
に
喜
ん
で
位
を
太
子
に
譲
り
、
こ
こ
に
転
輪
王
が
誕

生
す
る
。
転
輪
王
と
な
る
時
は
七
つ
の
宝
（
兵
宝
、
蔵
宝
、
等
）
を
具
足
す

る
と
の
言
伝
え
通
り
、
具
足
艶
吉
祥
童
女
こ
そ
は
七
宝
の
一
、
女
宝
で
あ
っ

た
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し------

。

　
　

此
の
具
足
艶
の
物
語
は
如
何
に
も
階
級
制
度
の
強
い
、
そ
し
て
之
に
反

　
　

す
る
平
等
思
想
の
燃
え
て
居
た
印
度
の
談
話
た
る
こ
と
を
あ
ら
は
し
、

　
　

且
又
、
世
間
の
欲
楽
を
崇
拝
す
る
こ
と
の
強
い
、
そ
し
て
之
に
反
す
る

　
　

解
脱
思
想
の
燃
え
て
居
た
印
度
の
談
話
た
る
こ
と
を
現
は
し
て
居
る
と

　
　

云
つ
て
差
支
無
い
と
思
は
れ
ま
す
。
赤
猪
子
の
談
に
比
べ
て
、
国
が
異

　
　

な
れ
ば
恋
の
物
語
も
異
な
る
と
観
じ
て
、
双
方
を
相
較
べ
て
見
る
と
其

　
　

処
に
一
種
の
面
白
味
を
感
じ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
『
春
の
夜
語
り
』
の
結
語
で
あ
る
。

　

語
り
手
の
勧
め
に
従
っ
て
、「
赤
猪
子
の
談
」
と
「
具
足
艶
の
談
」
を
対

照
し
て
み
よ
う
。

　

両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
男
女
の
置
か
れ
た
各
々
の
身
分
の
隔
絶
で
あ

る
。
異
な
る
の
は
、
身
分
の
隔
絶
に
従
順
に
耐
え
て
ひ
た
す
ら
相
手
の
迎
え

を
待
っ
た
女
と
、
身
分
の
隔
絶
を
無
視
し
て
躊
躇
う
こ
と
な
く
男
に
向
か
っ

て
い
っ
た
女
の
、
態
度
の
相
違
で
あ
る
。「
階
級
制
度
の
強
い
」
と
こ
ろ
は
、

両
者
に
共
通
だ
が
、「
平
等
思
想
」
を
恃
ん
で
自
己
の
「
愛
染
の
心
」
を
貫

こ
う
と
す
る
意
志
は
「
具
足
艶
の
談
」
に
あ
っ
て
、「
赤
猪
子
の
談
」
に
は
、

な
い
。

　

具
足
艶
は
自
己
の
「
欲
楽
を
崇
拝
す
る
こ
と
」
が
強
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
一

気
に
男
と
共
に
出
家
を
も
厭
わ
ぬ
決
意
を
表
明
す
る
強
さ
を
持
つ
。
こ
の
決

意
表
明
は
勝
日
身
如
来
の
加
護
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
か
ら
、
如
何
に
も
「
解
脱

思
想
の
燃
え
て
居
た
印
度
の
談
話
」
的
で
あ
る
。
一
方
、赤
猪
子
の
強
さ
は
、

「
八
十
年
を
持
続
し
た
内
的
の
恋
慕
の
強
い
一
念
に
対
し
、
八
十
年
を
沈
黙

し
た
外
的
の
謙
抑
の
態
度
」
に
表
れ
て
い
る
。
が
、
そ
の
「
外
的
の
謙
抑
の

態
度
」
を
支
え
た
の
は
、「
如
何
に
も
古
日
本
婦
人
的
」
な
慣
習
態
度
で
あ

ろ
う
。

　

先
に
、
赤
猪
子
の
恋
は
、
日
本
と
い
う
「
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
自
由
で
な
い
、

ま
た
恋
の
解
釈
に
お
い
て
あ
ま
り
に
「
心
霊
的
」
で
「
空
疎
」
と
な
り
か
ね
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な
い
、
と
述
べ
た
。
語
り
手
は
、
何
も
具
足
艶
の
行
動
・
心
理
を
見
習
え
、

と
訴
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
赤
猪
子
の
談
」
と
「
具
足
艶
の
談
」

を「
双
方
を
相
較
べ
て
見
る
と
」面
白
か
ろ
う
、と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

比
較
し
て
み
れ
ば
、
お
の
ず
と
日
本
と
い
う
「
サ
ー
ク
ル
」
の
中
の
常
識
が

相
対
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
自
由
に
な
る
度
合
い
が
増
す
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て

日
本
と
い
う
「
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
自
由
に
な
っ
た
度
合
い
に
応
じ
て
、
読
者

は
「
階
級
制
度
」
に
立
ち
向
か
う
「
平
等
思
想
」
を
学
ぶ
で
あ
ろ
う
。
或
い

は
ま
た
、自
己
の「
欲
楽
」を
手
放
す
こ
と
を
良
し
と
す
る
日
本
的
慣
習（〝
わ

き
ま
え
た
女
〟
に
な
る
こ
と
）
に
囚
わ
れ
て
「
空
疎
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
、

と
い
っ
た
事
態
を
避
け
る
た
め
の
、
色
々
な
工
夫
や
思
想
・
信
条
等
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
よ
う
。
─
─
そ
う
、
語
り
手
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
『
道
を
尋
ね
て
』

　

こ
こ
で
は
、
数
学
を
得
意
と
す
る
「
根
自
在
主
童
子
」
か
ら
、「
弁
具
足

と
い
ふ
貴
女
」
が
南
方
に
あ
る
「
海
別
住
」
と
い
う
城
に
い
る
か
ら
、「
南

へ
行
け
」
と
善
財
童
子
は
命
じ
ら
れ
る
。

　
　

見
る
に
弁
具
足
道
女
は
、
若
い
美
し
い
気
高
い
人
で
、
華
や
か
な
飾
な

　
　

ど
は
一
切
身
に
つ
け
ず
、
涼
し
げ
な
清
ら
か
な
服
を
着
け
て
、
髪
を
も

　
　

自
然
に
任
せ
て
垂
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
お
の
づ
か
ら
な
る
風
丰
の
勝

　
　

れ
た
あ
り
さ
ま
は
、
人
を
し
て
敬
重
し
且
つ
愛
慕
せ
し
む
る
に
足
る
も

　
　

の
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
女
の
前
に
は
、「
た
だ
一
つ
の
小
さ
な
器
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
善
財
童

子
に
向
か
っ
て
、
弁
具
足
は
い
う
。

　
　

我
は
菩
薩
の
無
尽
の
福
徳
荘
厳
解
脱
門
を
得
て
、
能
く
是
の
如
き
一
つ

　
　

の
小
な
る
器
の
中
よ
り
諸
の
衆
生
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
随
つ
て
、
そ
の

　
　

た
め
に
種
々
の
甘
美
上
好
の
飲
食
を
出
し
、
そ
の
色
あ
ひ
、
香
気
、
味
、

　
　

さ
は
り
、
悉
く
皆
満
ち
足
は
し
む
る
の
で
あ
る
と
申
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
驚
く
べ
き
数
の
人
々
に
、
怨
親
貴
賤
貧
富
の
別
な
く
求
め
る
も
の

を
、
こ
の
小
さ
な
器
か
ら
出
し
て
与
え
る
が
、「
し
か
も
我
が
此
の
器
の
中

の
減
る
と
い
ふ
こ
と
無
く
、
ま
し
て
尽
く
る
こ
と
な
し
」、
と
い
う
話
。
こ

れ
に
対
す
る
語
り
手
の
ま
と
め
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

瞿
曇
が
断
食
苦
行
の
暁
に
、
ほ
と
ん
ど
死
せ
ん
と
し
た
時
、
牛
酪
を
供

　
　

養
し
て
道
を
成
す
に
至
ら
し
め
た
一
少
女
も
や
は
り
弁
具
足
道
女
の
一

　
　

類
で
あ
り
ま
せ
う
。
又
今
日
さ
ま
ざ
ま
の
愚
な
る
こ
と
や
迷
へ
る
心
よ

　
　

り
悲
し
い
罪
を
犯
し
て
鉄
窓
に
呻
吟
い
た
し
て
居
る
も
の
に
慰
謝
の
差

　
　

入
物
な
ど
を
致
す
人
も
、
や
は
り
弁
具
足
道
女
の
同
行
者
で
無
い
と
は

　
　

申
さ
れ
ま
せ
ぬ
。
そ
し
て
其
の
小
さ
な
器
は
、
な
る
ほ
ど
小
さ
な
器
で

　
　

せ
う
が
、
無
尽
福
徳
蔵
で
あ
り
ま
せ
う
。
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人
間
の
善
性
、「
た
だ
一
つ
の
小
さ
な
器
」の
よ
う
に
は
か
な
げ
で
は
あ
る
が
、

決
し
て
尽
き
る
こ
と
の
な
い
、
そ
の
豊
か
さ
を
称
え
て
、
露
伴
の
「
華
厳
経

三
部
作
」
は
閉
じ
ら
れ
る
。

　

注

　
（
１
）
の
ち
拙
著
『
幸
田
露
伴
論
』（
翰
林
書
房
刊
。
平
18
・
３
）
に
第
十

　
　
　

一
章
と
し
て
所
収
。

　
（
２
）「
斉
家
の
両
極
」
に
は
、「
寛
大
」
と
「
緻
密
」
の
す
す
め
の
主
張

　
　
　

に
付
随
し
て
、
西
欧
で
は
パ
ン
を
焼
い
た
り
、
洗
濯
や
裁
縫
な
ど
が

　
　
　

外
部
の
専
門
業
者
に
委
託
さ
れ
る
度
合
い
が
高
い
が
、
日
本
で
は
そ

　
　
　

れ
が
す
す
ん
で
い
な
い
の
で
、
家
事
負
担
が
過
重
で
あ
る
、
と
い
う

　
　
　

指
摘
が
あ
る
。
少
年
文
学
「
供
食
会
社
」（
明
45
・
１
）
に
共
通
す

　
　
　

る
問
題
意
識
で
あ
る
。

　
（
３
）『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
五
巻
』（
昭
52
・
11
）
の
当
該
項
目
（
担

　
　
　

当
・
小
久
保
実
）
に
拠
る
。

　
（
４
）
の
ち
注
（
１
）
の
拙
著
に
第
十
四
章
と
し
て
所
収
。

〈
せ
き
や 

ひ
ろ
し
／
本
学
教
授
〉
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